
ノ

　　　　蕗8騨開鵜会魎蜘纈塗第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
：L　日　時　　　・賭和48年4月工1日伽

　　　　　　　4二後20寺～4時

2場所腎 嚮嵓ｭ委鯵飼室

5議題・（・）㈱47年脚・～2月1。1妙ツト打上嫡’

　　　　　　　　実験の評儘について

　　　’　　　　（多）その魁

4・費、科

　　　委8一工　第7回宇宙開発；姿焼会1定例会議）譲事要旨

　　　委8－2㈱47年凹凹観測・ケツ隈警告
　　　　　　　　‘1∂一4Sσ一2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委8＿3　麟7画ロ〃ット’打上げ実険について

　　　委8－4．脚47年顧移月聯ケット打上げ黙・

　　　　　　・の評脈ついて働

”、

’o
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第7　　　第㌘回宇宙開「発委負会1定例会議）中事要旨

：L　日．時　　・三和48年4月4日㈱

　　　　　　　　午後2閃…～41時…

2＿場所9 @宇宙謝発委員会会講室
　　　　　　　　　　し

3謎卑　ω旧版辮星鴎TS一・）．データの
　　　　　　　　　解析巌宝：果について

　　　　　　　　（2）序誹醗計画の臆tについて

　　　　　　　　（3》その暢　　　　」

41　費　桝

　　委7三馬第6回宇町回独会嚇ヰ会毒壌鞍旨

　　委7－2　　笑験用優源衛星lERTS一ηデータの解析

　　　　　　　　精果

　　’麹一3　宇醐二三硯郵につい㈱

5．・幽門者

　　　、報麟委貴会　”ジ山東憾夫
　　　　　　ガ　　　　　　・　　、　．　網　島　　　毅

　　　　　　〃・　　一一．　一　∫吉識雅未蔦’

　　　　　・〃一　　一㌧．’パ藤東禧
　　関係省庁職負等

　　　’科学技術庁理窟開発参事窟　　　　　山　蜻　正登

　　　外務省国除連合局外務参事官　 ．石川良孝
　　　　　　　　　　　　　　／　　‘雌皆中）

文願解大学学術尚舞鎗

　論｛間引莱古平工ミ樹萄次長

　　　〃　　工業技術院総勝都響
　　　　　　　　　～

運輔三姫廟参争官

　気象庁二二部長

海上保安庁総務音暖

　郵政省竃波監埋局審論官

　　　〃　　〃　　無線興信音！～骨

違献三明鯵純

　菓京大学三三航空研究所

　宇笛囲発事業団システム計画部

　経団連二二開発準進会説
論明者

　東京大学生産技術研究所教授

　気象庁予報部予報諜予報係長

　東京大学農学部教投
　農林省林業試門門航測研究室長

　東海大学海洋学部教投　・

　鳥羽他船高等専門学校助教授　　，’

事務局　　…　．　　　’　．　’

　科学技術庁研究論戦局宇宙企画課長1
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6．議事要旨、

（1）前回丁丁婁旨につ鈴て

　　髄6丁字醐発委負門徒例会議冷隻鵜指が篠拠れた。

（2｝一丁験用資源衛星lBRTS一一1）データの粋析灘1：果について

　　丸安蟻和躯大教授ぐ土縫清気象庁予報課予聯係長ほか4名9

　　から、米函の実験用団平衛星‘ERTS－1）データの解析

　　結果について蘇明が行なわれたのち、以下の懐疑応答が行斥

　　われた。　・’

納島3ER工S一工の寿令はどの位か。

丸安逸当初工年位利用する予定であったが♪ERTミー耳の打

　　　上げがユ976年になるので、ERTS－1を予診より長

　　　く使う模様である。　，　　　　　　辱’

山県：地上ステーセヨン設櫨について米函の熊度はどうか。

　　　　　コ

　　　接行なうよう勧あている。

網島3日本は独自の資源衛星をもつ必要があるか。　　．

丸安：米州のもめで当分の間十分だと思う。また、ERTSの

　　　ように籾庶の高い衛星を開発するには、技術的問題もあろ

　　　う。

　纈島3ERτ．S一工はユ8日に1画定期的に日本の上を逓過す

　　　るどのζとであるが、衛星の利用ひん度はこれで十分か。

丸安：專門家が不足しており、解析能力にも阪度がある。

三三利用ひん三つφては・研究テーマによって違うと恵うP

　　鯛えば、・檀生のデータ取得には雲の影轡を考慮して叙多くデ

　　一一タを取る必聴がある。

　　衛星自体については、できれば日不でも持つごとが墓しい。

　　とくた水匡、海底責源等の分勤には必要であろうb

網島：185：kmを走査するのにどの位かかるのか。

丸安：25秒である。　　　　・　　　　　　　　　’

山県：地上局識櫨の予定はあるのか6，

丸安：航空データとあわせて、デ』タ処壇のできるステ門シヨン

　　を黒髭することを希望している。　　　　．　　・

（3）字宙開発計画の見直しにつφて

　　事務局から質窟7「3、「宇宙開発計画の見直しについて饅4

　について説明が行なわれたのち原案どおり映肯きれた。

（4｝その他・　．　’　　　　　　覧　　　　　　・一

　　宇宙開発に関する基本説画が3月2♀日に定められた旨事務

　局から報告されたQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

－

←

9
層
．

●



L

　、’

、
、

　　　●　　　　　　・f：ll．・．．・　．！・』●・ズ’
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∠」一4S（つ一2号孝畿実験報告　　　　
、

・　　　　　　　　　貝召和48年4月
　　　　　　　　　東京、うく学1ぎ宙’航空海弄究：所

　　ム4SC「2号灘・晒・48年用28日・14時．！5
分、　よゴ下角76、5。で 考答三寸さ、れγミ。　ロケ’．ッ　ト　、さ・毛「・暮とど　む　正常　1て1飛

しょうし，この間，予定さフ｝脈史駒京すべて順調K行田オしZ．

所期の齢腫違成し偏

　第2段口碗寓瀦購32秒、く豹腿励離し漁
　4・2秒、く点、ジ（さ・才し丁気。第2昇三ヒiく耳ヌー～♪う寸、1）’丁気S＝［TVCi装：置お・よ

び・ロー1レ制御ジェツ暖勧、三巴4砂よ）1勘欄凱、

第2「段の燃焼期P謁亀通じて，姿勢基準装竃よ）与之られ株ピツ

をフ．訂ラ．妹従っで．渉しくこ．ッ鋤刷御ほ・諏戸

．一 ｲ訂び’ロー｝レ軸1て関す蘇U犠アも完全でノ’特Kロー｝レ鱗i陶

1くお・いでは、レ4βcづ邪曵K鄭糠ようア謬旧いレク

の撒底・一）帰吻ジ’ Gッ1装翫ノズ）喉端、羅四部
1く重多し汽・こと〕くよク完全・、く下家」云さオtン期1寿一ど！・お夕の女か果・・1…・・収．め…

一斥。　　　　　　　　’　　　、

　第今回1く対する弓勢制御動1繁堺発・射倹ノ分一39，紗K淵鮒され

欣．’ ｧ輸｝鞭正常効苓賠軸碍澱定尿局ヤセ・呼の滴

K締アレ獅その1気2分ノ。’f力・ら5紗問錦絵てコマン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のド隠送1言しノ姿勢基教言協と鴇クノ。．L向諏修正レ献，

．こ粛しKlキう制徒P動作も正．常て“あフR。



、

、 　　　　　　　　　　●・．　　　　　　●

　発射後3分2尉Nlくスヒ．ンモータカく継し，．25脚のスヒ．

ン起与えられ尺第4段は，4分！9秒1て姿勢制御張置から勿ク

璃回れ、その｝紗後K点火し沃。第4段の燃焼、飛しょうは正

常て“、発射1鋤4分50棚て最島島度2／5酬く逸し勧気発射

後葡ノ・ケて内瀟南鞠94・隔の・浮、廃下啄．

　第亀4段1く搭載し焙癬†測暴の動潟正叡㌧SπVO

装置の動1ア捌鈍ばじめノ機体の畜噛三生，飛し．よう撫罫関

する多く一の資米斗力ぐえちれ衣。’』

　レ4’sご一2号機K帯寄し尺＄ITVC装置，1的【一3c

禦K搭載予定のものと・類似の形式ゼある。＝μかぐ順調獄作動を

示ほこヒ、茜K影段の・一1レ協｝二次極めて良好1携膨｝つ

れ／ま杁ヒヘソチプ［）プラム1《従っ托制御みよびコマ》ドKよる

’同勢角の1彦’正亨力作毛良下多て“あっ丁くこヒ源ゼヵく，今一匡）の実晴食一1くよ

っ？も汽らマ翠汽成果の主辱ぱものz”ある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝一．　…舶’和4夢1年31）ギー』｝一て∬一1．二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．二1東京大学ぞ宙航空丁丁デケ三．…．

　一1．．．契駿聞φ1ネ彪要：三一ll二三ILτ1一⊥ll∫三＿

　一一．一切；和47区部：矛2次下見測．ロケット喫蔚知よ『ヨ召．和43年」源L童亘から1〕匿画一養す白1二

　　　．な5躍川月．26日．から2月．」助・雄像月一乙5助、う2．自25日まで贈進計三
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ﾄ4L二ご∴＿訪田田1ま∵曳疹れ，も正常1て動作彦均浩測を行なグす～；ll●ご・’・∴・＼ゴ・
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二＝三iであ1五回忌で臓「号機’脈ろ亘マ㎜『－　コ三ゴ＼1三三1二こごご『……十二…＝一一て二………｝

一＿＿…＿基華方向こ；向．肪れ†く砺、蒔卿〕刃ぎ．秒。問基稗畦上僻1ζレ
　．，＿．＿一一＿＿うi姿正すろ．コて一■．ド．を送．イ言レ，ぐれレて一フフ？〈勇参正動作う正常’冬あっτ（。

．一＿．＿ニ…＿201秒イ灸1訊bンモ一能カ蝋火一〇，2・群psのスヒ・ンが与えら岨傍碑更『

1二三こ1二二1二［嬉鍬識1諾離製御∫鍵裂藻泌詔端篇東義義諏濃．

一＿，，．
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　　　　　実膜の評1雌？堕て鱒
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　　　　’　　　　　　　　．．　　　　決　．　定
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　臨和47年鹿1～2月期ロケット打上げ実験を評価するため、

次によ：り謁査審議を行なうものとする。

エ・．東京大学宇宙航空研究所参行なった暗和47年斥第2次観測

ロヶツト撫の獣建学磯の蘇連隊、く・）細面開，

．晃事契団が行なった第7回ロケット打上げ笑駅4）回米を評11出す

　るπめ’に必要な技術的二心にう（βて爾査証譲を行なう。

．2・　1の繭・査蕃誕は、技術部会において行ない、始和48年6月

’末1までに終えることを目途とする・’
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